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本報告（『有田47』のうち I有田遺跡群第137次調査報告lは、福岡市教育委員会が、昭和63年

度の国庫補助事業として、早良区有田1丁目8-4で個人住宅建設に先だ、って調査を実施した有

田第137次調査の発掘調査報告書である。

発掘調査は上記の主体により行われ、調査は小林義彦、山崎龍雄が担当して行い、報告書の作

成は山崎が行った。

遺構の呼称は記号化し、柵跡→SA、建物跡→SB、溝状遺構→SD、士坑→SK、柱穴→SP、

性格不明遺構→sxとしている。

現場の遺構の実測・撮影は小林が、遺物の実測は山崎と技術員の平川敬治が、写真撮影は山崎

が行った。

本報告に使用した図面の浄書は山崎が行った。

本報告に使用した方位は磁北であり、真北とは6°18’西偏する。

土層・遺物の色調の記録については新版標準土色帖に基づいている。

調予較に係る間鯨類・出寸：積物は理職：文化財センターで収時保管じ、活用していく予需である合



第137次調査

1. はじめに
1）調査に至る経緯

早良区有田・小田部・南庄地区に所在する有田遺跡群は、市内でも有数の重要遺跡として、昭和

52年度から国庫補助金を受けて、開発により破壊を避けられない個人専用住宅や小規模開発に対し

ても発掘調査を行い、記録保存を図って来た。今回の調査は昭和62年10月1日に、早良区有田1丁目

8-4に個人より住宅改築の申請（事前審査番号62-2-266）を受けたもので、前年度実施した隣接地

の調査第132次調査から遺跡の存在が予想されたので、家屋の解体後調査を行うこととなった。発掘

調査は平成元年度の国庫補助事業として昭和63年（1988)4月15日～6月6日まで行った。整理・報告書

作成は平成21年度に国庫補助事業として行った。調査にあたっては申請者及び関係各位、地元の方々

にご理解と協力を賜った。末尾ではあるが記して感謝の意を表する次第である。

2）調査の組織

【昭和63年度調査】

調査主体

調査総括

福岡市教育委員会文化部埋蔵文化財課

文化部埋蔵文化財課課長 柳田純孝

調査庶務

調査担当

同課第2係長

同課第1係係員

同課第2係係員

【平成21年度整理】

整理総括 文化財部埋蔵文化財第2課課長

同課調査第1係長

整理庶務 文化財部文化財管理課管理係

飛高憲雄

岸田隆

小林義彦、山崎龍雄

田中寿夫

杉山富雄

古賀とも子

整理担当 埋蔵文化財第2課主任文化財主事 山崎龍雄

整理作業 増永好美

2.調査の記録
。調査の概要（Fig.1・2、PL.1・3)

調査区は有田遺跡群の東南部に位置する。台地の東縁を北流する金屑川に向かつてゆるく傾斜する

標高約8mの台地東側緩斜面上に立地する。本調査区の東側には本報告書で報告の第132次調査、東

側には第88次調査がある。調査は旧建物解体後実施したが、作業効率を上げるため、表土・作業に

よる廃土を場外持ち出した。調査区には全域に厚さ20cmの遺物包含層があり、包含層上面と下面の2
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第137次調査

16赤黒色（2.5YR2/1）土｛粘性あり）

17 黒褐色（5YR2/2）土（5より灰味強い）

惜黒褐色（10YR3/1）土に鈍い笹色。5YR6/4）細砂混入

惜黒褐色（5YR2/1）土（粘性あり5に近い）

20黒色（5YR1.7/1）土（粘性あり）

21 貰褐色（2.5Y5/3）砂質土

22明貫縄色（2.SY町＇8）粘土プロック

お貫褐色（2.町 5/4砂賀土（21に近い）

24 黒色（5YR1.7/1）枯質土（2日に近い）

25 24に黄褐色粘土プロック還入

26 25より黄褐色粘土ブロックの混入事い

27黄褐色粘土ブロックと黒色土の混合

28貫褐色（2.5Y5/4砂 質土

29鈍い赤褐色（5YR4/4）土

調査区各壁土層名称
1 灰褐色（5YR4/2）土（砂混じり〉

2 暗赤褐色恒YR3/4）土砂礁混じり｝

3 暗赤褐色（5YR3担）土（褐色聴強い） l 
｜包含層第1層

4 黒褐色（5YR3/1）土 _J 

5 黒褐色（5Y剛）土（粘佳品り川包含層第2層

6 黒色（5YR1.8/1）土（粘性あり） _J 
7 黒褐色（5YR2/1)jこ（やや結賀で遺物音む）

8 褐色(7.5YR4/3）土

9 晴褐色（7.5YR33）土（やや敦賀） I 
10極暗赤褐色σ5YR2/3）砂混じり土j 溝埋土

刊黒褐色σ5Y隠居）土（やや粘貿） _J 
12極暗赤禍色（5YR2/3）砂混じり土（敦賀）

13極暗褐色何YR3旦｝砂混じり土

14黒褐色（5YR2/2）土（4層に近い包含層第1層）

15橿暗赤褐色（5YR3/3）土（硬い｝

痕跡から15～20cmである。 出土遺物 各柱穴から弥

生土器、古墳時代から古代の土師器・須恵器が出土して

いる。外に黒曜石剥片や混入と思われる青磁小片がL点

出土している。 1・ 2は須恵器。 1は坪の口縁部細片。2

は蓋の天井部。 1・ 2共調整は回転ナデで、 8世紀前半頃

のもの。 3は弥生土器の丹塗り壷口縁部片利用の土製品か。

直径4mmの円孔がある。胎士は精良。 1・2はP2、3はP4

出土。

②溝状遺構

SD01 (Fig.5) 

調査区北側で検出した南北方向の小溝。確認規模3.7m、

最大幅0.6m、深さ0.13mを測る。断面は逆台形を呈す。

埋土は暗赤褐色から黒褐色土。 出土遺物 弥生土器、

古墳時代の土師器・須恵器などが出土した。 4は須恵器

坪身口縁片。調整は回転ナデ。胎土は精良。小田編年の

I期のもの。 5～7は土師器。 5は把手。外面調整はハケ目、

把手部は指押え仕上げ。内面はハケ目。色調は灰褐色を

呈す。 6は二重口縁壷口縁部。器壁は摩滅するがヨコナ

デか。焼成はやや不良。古墳時代前期前半のもの。 7は

高坪脚部。調整はヘラミガキとナデ。裾部に円孔が開く。

色調は樟色を呈す。胎土は精良。 8は端部が跳ね上げの

口縁部細片。 9～11は弥生土器。9は須玖E式段階の口

縁が袋状を呈す査片。復元口径8.2cmを測る。調整はナデ。

色調は鈍い黄色を呈す。胎土は精良。10は中期中噴須

玖 I式期の費口縁。色調は鈍い燈色を呈す。 11は素口

縁の鉢。復元口径17.0cmを測る。色調は浅黄櫨色を呈す。

SD02 (Fig.5・11、PL.2)

調査区南側で検出した小溝。調査区内で完結する。規

模は長さ4.55m、幅0.97m、深さ0.22mを測る。断面は

逆台形を呈し、埋土は上～中層は灰褐色土、下層は黒褐色土である。 出土遺物 弥生土器、 古墳時

代から古代の土師器・須恵器、石蟻、石鎌、黒曜石剥片などが出土した。 12は土師器の坪。復元口

径13.0cmを測る。器壁の調整は不明。二次的に被熱したのか浅樫色を呈す。 9世紀前半のもの。 13～

17は須恵器。 13は坪口縁部細片。調整は回転ヨコナデ。胎士は精良。14は坪蓋片。復元口径9.8cmを

測る。調整は回転ヨコナデで、 表面に自然紬がかかる。NA期のもの。15は杯身。 復元口径9.0cmを
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第137次調査

一~"' ~1 測る。調整は回転ヨコナデ。色調は灰色を呈し、

胎土は精良。 I期のもの。 16・17は高坪脚部。

16は復元底径9.2cmを測る。外面白然紬がかかる。

脚部には長方形透かしが入る。 17は脚裾部。 16・

17いずれも調整は回転ヨコナデ。 NA期のもの。

18は土師器高杯脚部。調整は脚部外面ヘラケズリ

かナデ。色調は撞色を呈す。古墳時代前期初頭の

もの。 19～21は弥生土器。 19は中期須玖 I式の

曹の口縁部で、復元口径28.4cmを測る。調整は外

面ハケ目、内面はナデ。色調は鈍い褐色を呈す。

20は嚢の底部。調整は外面ハケ目、内面はナデ。

色調は檀色を呈す。21は器台。復元底径15.2cmを

測る。調整は外面ハケ目、内面は指ナデとヨコハ

ケ目。色調は燈色を呈す。 109は内湾の石鎌片。

刃部は研ぎ出す。背部は打撃調整痕が残る。残存

長10.9cm、厚み0.9cmを測り、薄手である。石材

は粘板岩。

③土坑

SK01 (Fig.4・6、PL.2)

調査区東壁にかかる長方形の土坑。確認規模は

SB01 

宮1

L=6.叩m

2m 

SB01 

母－－~ 37~~ よて~：::i:

0 5αTI 

－ーーー－
Fig.3 SB01と出土遺物（1/80・1/3)

長軸長1.3m、幅0.73m、深さ0.24mを測る。埋土は灰褐色土で暗褐色土粒子を含む。 出土遺物

弥生土器、古墳時代後期頃の須恵器と鉄棒3が出土。 22は初期須恵器または陶質土器壷頚部。外面に

櫛描波状文を施す。色調は灰色を呈し、胎土は精良。 23は高坪の坪から脚部。器壁はやや摩滅する

が脚部タテナデ。 6世紀後半頃のもの。

SK02 (Fig.4、PL.2)

SKOlの北側で検出した楕円形状の土坑で底面にピットが入る。規模は長軸長0.97m、幅0.6m、

深さはO.lm前後で浅い。 出土遺物 弥生土器、古墳時代から古代の土師器・須恵器と鉄津2が出土。

細片で図示出来ない。

SK03 (Fig.4、PL.2)

中央部で検出した隅丸長方形状の土坑。規模は長軸長1.0m、短軸幅0.45m、深さ0.2mを測る。埋

士は暗赤褐色から黒褐色士が主体である。 出土遺物 弥生土器、古墳時代から古代の土師器・須恵

器と黒曜石剥片、鉄津4が出土。細片で図示出来ない。

SK04 (Fig.4、PL.2)

中央部で検出した隅丸長方形状の土坑。規模は長軸長1.17m、短軸幅0.47m、深さ0.18mを測る。

埋土は鈍い赤褐色から黒色土である。 出土遺物 弥生土器、古墳時代の土師器・須恵器と黒曜石剥

片が出土。細片で図示出来ない。

S KOS (Fig .4) 

北側で検出した隅丸長方形状の土坑。規模は長軸長1.05m、短軸幅0.47m、深さ0.16mを測る。

埋士は鈍い赤褐色から黒褐色士である。 出土遺物 弥生土器、古墳時代後期噴の須恵器と黒曜石剥

片が出土。細片で図示出来ない。
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第137次調査

SK01 / SK03 
ふ SK02

L=7蜘 ミ主d
L=7.80m 

凶 50m --C二二〉 一一一一 SK05土層名称

「「~ 1…色。.y同相）土

し 一 一一一J SK03土層名称 • ~K』04土一層一名称【山一一一 2 暗黒褐赤褐色色（7~町；：，：土土（（や多や少粘黒質み）帯びる）
1 鈍い赤褐色（＇（ R4/4）砂混じり土

一←チご』 2 極暗柑色（5.YR2/4）砂混じり土
SK06 3 暗赤褐色（5.YR沼）土

4 黒禍色（町R2/1）土（やや粘性あり｝

／
l

l

 

人
「
L
1

L=7.70m 

「吾二三二ミヨ－
SK06土層名称

鈍い赤褐色（5YR4/4）土（理砂ー焼土粒吉む）

2 極暗赤禍色（町R2/3）土（土器片塾教；ll.硬く締まる）

3 黒禍色（5.YR2/1）主（ill砂でやや粘性あり）

SKD9 E
口
凶
ド
目
」

Fig.4 SK01～09 (1/40) 

0 1m 
」～ー十一ー一←＋ーー一一一一一」

SK06 (Fig.4・6、PL.2)

南西隅で検出した平面形が不整円形を呈す土坑。規模は1.33m×1.30m、深さ0.24mを測る。埋土

は鈍い赤褐色から黒褐色土である。 出土遺物 弥生土器、古墳時代後期頃迄の土師器・須恵器、石

斧・黒曜石剥片が出土。 24は須恵器の高杯脚部。復元底径8.6cmを測る。裾部下部に円形透孔がある。

調整は回転ヨコナデ。外面に自然軸がかかる。色調は黄灰色を呈す。形態から朝倉産の可能性がある。

SK07 (Fig.4・6・11、PL.2)

調査区南側、 SK08に切られる隅丸長方形状の土坑。規模は長軸長1.17m、短軸幅0.65m、深さ

0.3mを測る。 出土遺物 弥生土器、古墳時代後期頃迄の土師器・須恵器、黒曜石石嫉・剥片など

が出土。 25～27は土師器。 25は壷か鉢の口縁部細片。調整はヨコナデで、色調は鈍い樫色を呈す。

26は牛角状の把手。調整はナデでハケ目が残る。色調は浅樺色を呈す。 27は鉢口縁部。復元口径

12.8cmを測る。 28は弥生土器。須玖E式の費口縁部で復元口径27.4cmを測る。調整はナデ。色調は

浅黄撞色を呈す。 110は凹基式石嫉で基部を欠く。嫉身1.3cmを測る。石材は黒曜石で縄文時代のもの。

ヴ

tつω



第137次調査

SD01 L=7.80m SD02 L=7.80m 

ーモ王ラー いこ-d
SD01土層名称 SD02土層名称
1 崎赤禍色（5YR3/4）砂耳じり土 1 灰褐色（5YR術2）主

2 黒縄色（5YR2/1）土 2 県禍色（5YR2i2)±

J仰で )?, ＼ 
' 7 

三ヨ二ノ
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¥¥,, 

ア （干＼

Fig.5 SD01・02土層と出土遺物（1/40・1/4)

SK08 (Fig.4・6、PL.2)

調査区南壁にかかる土坑で、 SK07を切る。最大深さ0.35mを測る。 出土遺物 弥生土器、古墳

時代から古代の土師器・須恵器、鉄棒8が出土。 29は土師器椀底部。復元底径7.6cmを測る。器壁の

調整は不明。 10世紀前半噴のもの。 30は須恵器蓋。復元口径8.8cmを測る。調整は回転ナデ、天井部

は回転ヘラケズリ。 7世紀後半のもの。 31は土師器費口縁部。復元口径21.6αnを測る。器壁はやや摩

滅するが内面ヘラケズリ。色調は鈍い褐色を呈す。 32～37は弥生時代中期後半代の土器。 32は査口

縁部。復元日径は24.4佃を測る。器壁は摩滅するがハケ目が残る。色調は浅樺色を呈す。 33～35は費。

33・34は口縁部で、 33は復元口径21.0cmを測る。調整は外面ハケ目、内面はヨコ・タテナデ。色調

は灰白色を呈す。 34は復元口径34.0cmを測る。調整は胴部内外面ハケ目、口縁部はヨコナデ。 35は

底部。底径6.8佃を測る。外面タテヘラミガキ、内面ナデ。外面丹塗り。 36は鋤先状口縁の高坪坪部。

復元口径22.6cmを測る。器壁の内外に丹塗りの痕跡が残る。 37は蓋頂部。外面ハケ目で内面はナデ

で指痕が残る。 34～37の色調は浅黄櫨色を呈す。

SK09 (Fig.4・6、PL.6)

調査区南壁にかかる大型土坑。規模は東西確認長4.4m、最大深さ0.65mを測る。底面北側にやや

不明瞭な段を持つ。 出土遺物 弥生土器、古墳時代から古代の土師器・須恵器、中世前半の土師器・

須恵器・中国産白磁と黒曜石剥片、鉄津などが多数出土。 38は土師器小皿。復元口径9.4cm、器高

1.4cmを測る。山本信夫編年の11世紀後半～12世紀初めのもの。 39～45は須恵器。 39は長頚壷底部か。

外底部回転ケズリ、その他は回転ナデ。 8世紀前半頃のもの。 40・41は杯。 40は復元口径10.0cmを

測る。 V期のもの。 41は細片。調整は回転ナデ。色調は暗灰色を呈す。 42は蓋で復元口径10.6cmを

測る。天井部外面は回転ケズリ、その他は回転ナデ。 V期のもの。 43・44は蓋口縁部。いずれも 7

世紀後半のもの。 45は費口縁部。口縁部外面斜めのヘラ切り沈線。 46は小型の把手。胎土は精良。

④ピット出土遺物（Fig.7・11、PL.4・6・7)

47～50はSPOl出土。 47は須恵器坪の底部細片。底部ケズリ後ナデ。 48は瓦器椀底部。 11世紀代

n
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のもの。 49は土師器椀底部。形態から10世紀後半から11世紀初めか。 50は管状土錘。先端を一部欠

損。全長3.0cm、最大径1.5cmを測る。 51はSPlO出土。筒状の器台。ほぼ完存で口径6.8～7.0cm、器

高12.4cmを測る。指押え仕上げ。 52はSPll出土。弥生土器嚢口縁部。器壁の調整は不明。須玖 I式

のもの。 53・54はSP12出土。逆L字口縁の費。53は細片。 54は復元口径32.4cmを測る。調整はナデ

で焼成は不良。 55はSP15出土。鉢で復元口径11.2cmを測る。 56はSP16出土。鋤先状口縁聾細片。

調整はヨコナデ。 57はSP19出土。須恵器蓋片。 7世紀後半のもの。 58はSP23出土。須恵器蓋細片。

7世紀後半のもの。 59はSP24出土。土師器の牛角状の把手。 60はSP31出土。弥生土器費口縁部。調

整は外面ハケ目とヨコナデ。須玖E式のもの。 61・62はSP35出土の須恵器。 61は坪口縁部。 E期の

ものか。 62は蓋細片。 7世紀前半V期のもの。 63はSP38出土。中世土師器鍋口縁部。調整は外面ナ

デ、内面ヨコハケ目。 14～15世紀頃のもの。 64はSP44出土。須恵器蓋細片。 7世紀後半頃のもの。

65はSP49出土。弥生土器費口縁部細片。口唇部にヘラで刻目を付ける。器壁の外面に赤色顔料が残

る。 66はSP51出土。弥生土器嚢底部。復元底径8.0cmを測る。 67はSP56出土。外面丹塗りの瓢形土

器片。 68はSP60出土。土師器壷の口縁部か。復元口径17.2cmを測る。調整はヨコナデ。 69はSP63

出士。須恵器坪身細片。 70・71はSP64出士。70は須恵器の小型の坪身片。 71は土師器鉢。復元口径

-29ー
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Fig.7第1面ピット出土遺物（1/4・1/3) ※50・75は縮尺1/3

17.8仰を測る。器壁は摩滅・剥落する。 72・73はSP66出土。須恵器蓋口縁部細片。 7世紀後半頃の

もの。 74はSP73出土。土師器椀底部。復元高台径8.6cmを測る。調整は回転ナデ。 10世紀中頃のもの。

75はSP74出土。手担のミニチュア土器鉢。復元口径3.4cm、器高2.7cmを測る。76はSP78出士。土師

器の費口縁部で口縁内外面黒斑がある。胴外面はハケ目。 77～79はSP81出土。77・78は須恵器蓋細

片。 7世紀後半のもの。 79は土師器坪底部細片。 8世紀前半頃のものか。 80～82はSP82出土。 80・

81は土師器。 80は坪底部で外底部糸切り。 12世紀末～13世紀初のもの。 81は椀で復元口径15.2cm、

器高6.1αnを測る。調整はナデ。口縁部黒斑がある。 11世紀前半頃のもの。 82は黒色土器A類。復元

口径16.0cm、器高5.4αnを測る。内面はヘラミガキ。 11世紀のもの。 83はSP83出土。須恵器坪身。

復元口径12.1cmを測る。調整は回転ナデ。 E期のもの。 84はSP84出土。弥生土器嚢口縁部で復元口

径25.0cmを測る。 85はSP85出土。土師器小皿片で中世のもの。 86はSP94出土。須恵器蓋で7世紀後

半のもの。 87はSP95出土。須恵器蓋で7世紀後半のもの。 111はSP25出土。凹基式石嫉で先端と基

部を欠損。形態から縄文時代のものか。112はSP64出土。石包丁片。 113はSP78出土。凹基の石鍛。
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蟻身2.6cmを測る。 11い 113の石材は黒曜石。 114はSP83出土。方形の小型砥石。各面5面が使用さ

れている。石材は砂岩。 115はSP95出土の鉄製品。厚い錆で形状は不明だが、工具のノミかヤリガ

ンナの可能性がある。残存長5.4cm、幅1.6cmを測る。

3）第2面の調査

①柵状遺構

SA01 (Fig.8、PL.3)

調査区中央部で検出した柵。斜面の標高に沿って小柱穴が密に東西方向に弧状に連なる。西側第

88次調査では未報告で不明、東側第132次調査区では確認出来ず続かない。柱穴は径0.2～0.3mを測

り、深さは0.1～0.2mと浅い。出土遺物は柱穴1基から石片がL長出土したのみである。

SA02 (Fig.8、PL.3)

SAOl南側、 3～4mの間隔をとって並行して延びる柵。柱穴の規模・形状はSAOlとほぼ同じ。こ

の柵も隣接区では確認出来ていない。出土遺物はなかった。

②掘立柱建物

SB11 (Fig.8・11、PL.4・7)

主軸をN-45° 30' -Wに取る、梁間・桁行1問×1問の建物。規模は梁聞が2.38m、桁行3.10mを測

る。柱穴は平面形が不整方形または楕円形で、規模は長軸長が最大で0.65mを測り、深さは0.45～

0.65mを測る。柱径は痕跡から15～20cmである。 出土遺物 各柱穴から弥生土器や黒曜石剥片が

出土。大半が細片。 88～90は弥生土器。 88は奮口縁部。復元口径約30cmを測る。調整はナデで、色

調は淡赤褐色を呈す。須玖E式のもの。 89は鉢口縁部。復元口径17.0cmを測る。器壁は摩滅するが

外面ハケ目が残る。色調は浅黄樫色を呈す。 90は蓋頂部片。丹塗りで赤色顔料が一部残る。いずれ

もP2出土。 116は石鎌基部。厚さ0.7cmで薄手である。調整痕が残る。石材は黒色を呈す粘板岩系で

ある。 P2出土。 117は棒状の磨石。全長30.8cm、最大幅10.3cmを測る。表面は一部敵打痕が残るが、

使用による摩滅で滑らかである。また一部に使用擦痕と表面の剥離がある。両端は叩石として使用し

ている。石材は玄武岩。 P3出土。

SB12 (Fig.8・11、PL.4)

SBllと重複する建物。主軸をN-38°-Wに取る、梁間・桁行1間×1聞の建物。規模は梁聞が2.55m、

桁行3.82m～4.0mを測る。柱穴平面形が不整方形または楕円形で、規模は長軸長が最大で0.4～0.65

mを測り、深さは0.15～0.64mを測る。柱径は痕跡から15cm前後である。 出土遺物 各柱穴から

弥生土器や黒曜石剥片が出土。大半が細片。 118はPl出土。茎を持つ磨製石鎖。鍛身3.5cm、幅1.7cm

を測る。表面はやや摩滅するが研磨調整。

SE設す
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S813土層名称
1凪色土

2黒褐色（町悶1）土に賞褐色粘土小プロック混入

3賀補色粘土中プロックに漉禍灰色土混入

4 鳳色土｛若干粘貿｝

5 .. 褐色土（底面に粘土プロックを薄〈含む）

6 鼎禍色土に賞色粘土プロック混入

7 車灰色粘質土（やや不明瞭）
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SB11・12

1黒色土（黒み強い）

2 黒褐色土に結土小ブロック少量混入
3 2より粘土プロックの混入事い

4 貰縄色粘土プロックで黒色土混入

5 1で灰暗が強い

6黒褐色（5YR4/1）土
7 61こ黄褐色粘土中～大プロック混入

8 黒褐色何YR2/1）土で若干粘土粒子混入

9黄色粘土プロックに黒褐色土混入

10黒褐色土に黄色粘土プロック混入

刊貫褐色粘土プロックに揖褐灰色土企量浬入

S811土~；~，《 ¥i 

2.曲

P3 
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255 

SB14 
S814土層名称
1鳳色土

2 黒褐色（5YR2/1）土に置褐色粘土プロック含む
3 鳳禍色仔5YR2庖）土で貫褐色粘土プロック歩量混入

4 賀補色粘土プロックに漬褐灰色土少量混入
5黒色土

6 黒褐色（5YR2/1）土でロームプロック僅かに含む

7 黒褐色土と黄色粘土プロックの混合

8 黒褐色土と貰褐色粘土プロックの混合

9 貫褐色粘土プロックに褐灰色土混入
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Fig.8 SA01・02、SB11～14、SX01と出土遺物（1/160・1/80・1/4)
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各柱穴から弥生時代中期土器片が出土。 91・92はP2出土。 91は嚢 SX01 

口縁部小片。外面ハケ目。 92は底部で復元底径8.8cmを測る。いずれ -

も調整はハケ目。色調は91が櫨色、 92が鈍い赤褐色を呈す。 〆、
③石組み遺構SX01(Fig.8・9、PL.5)

南側F5区の包含層下地山面で検出した。 0.65×0.6mを測る不整円

形の最大深さ5cm程の浅い落込みに、長さ10～20cmほどの大きさの

自然礎石を楕円形状に巡らす。外径で0.45×0.5m、内径で0.25×

0.3mを測る。埋士は黒みがかった濃褐灰色士で砂質。礎石は薄く赤

変し、三次的に被熱している。炉の可能性があるが炭化物・焼土は

検出出来なかった。 出土遺物 弥生時代中期土器小片と黒曜石剥片

が小量出土。 93は石組み内出土。鋤先状を呈す嚢口縁部で復元口径

」一一喝£醤遥かー

』ー~

25.6cmを測る。器壁は摩滅し調整は不明。 94は石組み外西側で出土。 Fig.9石組み遺構SX01(1/30) 

壷の底部で底径7.2cmを測る。胴部外面ヘラナデ。内面指押え痕残る。色調は93が鈍い櫨色、 94は赤

褐色を呈す。

④ピット出土遺物（Fig.10・11,PL.4・6・7)

104が須恵器以外は弥生土器である。 95～97はSPlOl出土。 95は費口縁で復元口径20.6cmを測る。

調整はハケ目で内面はナデ。 96・97は素口縁の鉢。口縁は直または内湾する。復元口径19.4cm・

22.0cmを測る。 98はSP106出土。鉢で口径14.5cm、器高9.9cmを測る。外面ハケ目、内面はナデ。99

はSP124出土。須玖E式の要。調整は外面ハケ目、内面はナデ。100はSP151出土。器台で口径10.4

cm、器高17.3cmを測る。調整は外面粗いハケ目、内面はナデ。柱の根占めに使われたのか。 101・

102はSP152出土。101は逆L字形口縁の饗。復元口径17.6αnを測る。調整は外面ハケ目、内面ナデ。

二二4 子
'\'11;~ マ 1(61 マ ~／ 1

SP152 

SP124 

SP151 

←てi「I~ア
デ子二T ~一~7SP174 

寸官5。 10日n

Fig.10第2面ピット出土遺物（1/4)

-33 -



。

内
川

l
l
l
v

司
I

117 (1/4) 

10cm 

第137次調査

P-2 

SK07 

－町訟 一

I 110 
〈〉

絡
船一一ω

為輪切
1

0

ー内
川
川
リ

MM
品

川一円
附
川

N
U口

日も－

$ 
門川間

判。

一口一

~-=-LID 
G三三至き二

。 市0cm

Fig.11各遺構出土石器と鉄器（1/4・1/3・1/2・2/3)
※117は縮尺1/4

110・111・113・118は縮尺2/3
115は縮尺1/2

102は底部。調整は胴外面タテナデ、内面はナデ。 103はSP160出土。鋤先状口縁の高坪坪部で復元

口径21.6cmを測る。器壁の外面に赤色顔料が残る。 104はSP165出土。須恵器で内面かえりが付く蓋

小片。 7世紀後半のもの。 105はSP174出土。衰の口縁部小片。須玖E式のもの。 106はSP176出土。

衰の口縁部。 107・108はSP181出土。 107は饗口縁部。復元口径27.0却を測る。須玖E式のもの。

108は鉢で口縁はやや歪む。外面ヨコナデとハケ目、内面はハケ目後ナデ。 119はSP114出土。磨製

の方柱状片刃石斧。欠損するが残存長6.5cmを測る。丁寧な研磨仕上げで石材は頁岩。 120はSP135

出土。小型の片刃石斧。石材は頁岩。 121はSP163出土。基部が欠損する小型の磨製石斧。残存長

4.5cmを測る。表面は丁寧な研磨仕上げ。石材は安山岩か。

⑤包含層出土遺物（Fig.12～24、PL.5～7)

第1面と第2面聞に厚さ20cmの包含層が堆積していた。南側段落ちの遺物は2mグリッド毎取り上げ

を行った。

E-6区

~五

に」イ 7

＼ － 斗－.d

＼一」 こ己イ2

、i 弓；

」~

＼」ーー二ま－，＝＝クグ
124 

＼一一巨zグ

でご Z三ヲτ5＼一一戸＝コマお

＼一主イo

Fig.12包含層出土一括土器（1/4)
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122～133はE6区出土の土器群。土師器小皿は2タイフある。 A群は122～126で、口縁が聞き、器

高が低い小皿。口径は9.5～10.6cm、器高1.0～1.2cmを測る。 125は口縁内面に凹線を持つ。 B群は

127～131で、口縁の聞きが小さく、器高が高い小皿。口径は9.0～10.9cm、器高1.7～2.3cmを測る。

器壁は全体に摩滅があるが、外底部は回転ヘラ切りで、 128・129・130には板目が残る。以上の土

師器でA群はw本信夫氏の中世土師器編年の小皿a2に該当する。これらは10世紀後半の医形式以降で、

底部ヘラ切りが存在する12世紀前半以前の間のものと考える。 132は丸味を持つ大型皿。復元口径

15.0cm、器高2.7αnを測る。 133は高台付皿か椀の底部で、高台径6.8cmを測る。 10～11世紀か。

134～168は包含層第1層（暗赤褐色土）出土。 134～138は古代の土師器で、 8～11世紀かけての

もの。 134は小皿で復元口径8.8cmを測る。底部に板目が残る。 135は古代の皿で復元口径11.2cmを測

る。 136は黒色土器A類椀で復元口径13.6cmを測る。 137は高台の付く坪で復元口径12.6cmを測る。

138は椀で復元高台径8.8cmを測る。 139～145は須恵器。 139は高台の付く坪底部。復元高台径8.6cm

を測る。 7世紀後半頃のもの。 140は坪蓋で復元口径9.8cmを測る。 7世紀前半。 141・142は坪身。

141は復元口径11.0cmを測る。 NB期のもの。 142は復元口径10.6cmを測る。 E期のもの。 143は費。

外面木目直交タタキ、内面は同心円状の当て具痕で、回転ヨコナデ。 144は高台の付く坪。口径11.7

cm、器高5.9cmを測る。 7世紀後半頃のもの。 145はNB期の低脚の高杯。 146～148は土師器。 146は

牛角状の把手。 147は高坪脚部。内外面ヘラケズリ。 5世紀のもの。 148は頚部の締まりが弱い嚢口縁。

復元口径15.4cmを測る。胴外面は粗いハケ目、内面は摩滅し不明。 149～153は弥生土器の壷。 149・

150は須玖式の無頚査。 149は口縁部。 150は胴底部で、外面丹塗りである。 151・153は鋤先日縁の

口頚部。 151は復元口径24.8cmを測る。内外丹塗りで口縁上面にはヘラによる暗文を施す。 152は胴

底部。胴上部に 2条のM形突帯が付く。外面赤色残りは悪いが丹塗りである。 153は底部を欠く。口

径25.6仰を測る。頚部に1条の三角突帯が付く。胴外面ハケ目。 154は広口の壷。復元口径35.6cmを

測る。 155～157は費。 155は口縁はく字状に外折し、復元口径20.6佃を測る。外面は粗いハケ目。

156は破片から全形復元。口径30.8cm、器高30.2cmを測る。外面ハケ目でススが付着。底部に穿孔が

あり甑か。 157の口縁部の平坦面が水平に延び、頚部に突帯が付く。口径23.0cmを測る。内外面丹塗

りで、突帯の聞に暗文を施す。 158は須玖 I式の高坪坪部。口径は23.8cmを測る。器壁は剥落するが、

内外面丹塗り。 159～163はいずれも素口縁の鉢。 159は外に聞く小型の鉢。復元口径9.0cm、器高

5.4cmを測る。 160～163は椀型の鉢。 160～162の復元口径は11.6～17.6cmを測る。 161は内外面丹

塗り痕跡が残る。 163は平底の底部が残る。復元口径17.6cm、器高10.4cmを測る。調整は外面ハケ目。

164は頂部が艦れる蓋。調整は外面ハケ目、内面ナデ。 165～168は中空の筒状の支脚。 165・166の

口径は7.5cm・6.7cm、器高14.1cm・13.8cmを測る。 167・168は底部片。外面指押え痕が明瞭に残る。

169～175は第2層暗黒褐色士出土。 169は士師器椀。口径14.2cm、器高6.4cmを測る。底部は回転
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形口縁で低い突帯がつく。復元口径32.2佃を測る。 184は須玖E式で口がやや締まる。復元口径29.8

cmを測る。調整はハケ目とナデ。185は嚢底部。調整は外面ハケ目、内面ナデで指押え痕が残る。 186・

187は素口縁の鉢。口縁部片で復元口径20.2αn・22.4cmを測る。 187の調整は外面ハケ目、内面はナ

デ。 188は蓋頂部。 189・190は器台。 口径9.7cm・10.0cmを測る。 外面はハケ目。190の内面に指押
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Fig.19包含層南側下層土器群5 (1/4・1/5) ※237・238は縮尺川

え痕が残る。 191は筒状の支脚口縁部。調整は外面へラナデ。 192は棒状の支脚。頂部は平坦に仕上

げ、側面は指押え。焼成は良好。 193～195は段落ち際で出土した古墳時代のもの。 193・194は須恵

器。 193は杯蓋。ほぼ完存で口径12.7cm、器高4.7cmを測る。 IIA期のもの。 194は奮の底部。外面木

目直交の平行タタキをタテヨコ重ねて密に叩き、その上を部分的にハケを加える。内面当て具痕が残

るがナデ消す。 195は把手の付く甑。復元口径28.8cmを測る。調整は、把手部はケズリ仕上げ、胴部

はタテ板ナデによる擦痕が残る。内面ヘラケズリ。把手周辺ススが付着する。

196～296は包含層南側土器集中部から出土した遺物。 196～198は弥生時代前期の口縁部に刻目を

有す費口縁部細片。 196は突帯文土器。 197・198は知意形の口縁。 199～216は壷。 199は丹塗りで

口縁近くに円孔がある。袋状口縁壷の一部か。 200・201は小型査。 200は外面剥落するが本来は丹

塗りか。 201は下膨れの胴部で外面丹塗り。 202～207は須玖式の胴部球形の無頚査。器壁が荒れ不

明のものもあるがいずれも丹塗り土器である。202～204・207の口縁には蓋を受けるための円孔が

円
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聞く。復元口径12.2～17.4cmを測る。 206は口縁部を意図的に打欠いたものである。207は口縁と底

部の破片から復元。復元で口径19.0cm、器高20.0cmを測る。208・209は胴部。208は偏球で中央に

突帯が付く。器壁は荒れるが外面ハケ目が残る。須玖E式で本来丹塗りか。 209は外面丹塗りヘラミ

ガキ。 210は広口の壷の口縁を打欠いたもの。口径21.0cm、器高26.0cmを測る。外面僅かに丹塗り痕

が残る。上胴部に焼成後の穿孔がある。 211・212は広口査。復元口径31.8cm・34.2cmを測る。 212

は丹塗りで、外面タテヘラミガキ。213・214は鋤先状口縁の壷。215は胴部に2条、頚部に1条の突

-44-

(1/4・1/3)Fig.21包含層南側下層土器群7
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帯が巡る。 216は胴底部で、外面ヘラミガキで丹塗り。 217～220は嚢で弥生時代中期中頃～後半の

須玖式土器である。 217は復元口径18.2cm、器高18.6cmを測る。器壁はハケ目とナデ。 218は丹塗り

で、復元口径19.4cm、器高18.4cmを測る。 219・220は口縁部に刻目、頚部と胴部にM型突帯が付く。

口径28.4cm・28.5cm、器高30.0cmを測る。丹塗りで、外面頭部にヘラの暗文、胴部はヘラミガキ。

221は鉢で口縁部を打ち欠く。口径32.5cm、器高23.2cmを測る。調整は外面ハケ目、内面ナデで、外

面ススが付着。 222・223は胴部上半に方形の窓がある。 222は口径26.3cm、器高31.3cm、窓は7.5×

(ll.5)cmを測る。調整は外面ハケ目、内面はナデ。 224～230は鋤先状口縁。 224は図上復元で口径

30.0cm、器高33.0cmを測る。調整は外面ハケ目、内面ナデ。 225～228は口縁から胴部片。調整は外

面タテハケ目、内面ナデ。 229は鉢形に聞き、 230は口縁部がやや締まる。 231～236は口縁が逆L字

形を呈す形態。調整は外面ハケ目、内面はナデ。口径は21.0～34.0cmを測る。 236は口縁端部に浅い

凹線が巡る。 237～246は頭部に三角突帯が付く中～大型の費。 237～242は口縁が鋤先状を呈す。口

径は32.4～43.4cmを測る。 243～246は屈折して端部が立ち上がる形態で口径は34.8～43.6cmを測る。

器壁があれ調整不明のものもあるが、外面ハケ目、内面はナデ。 247～256は高杯。 255以外、いず

れも外面ヘラミガキで丹塗りである。 247は坪部が素口縁で半球形の形態。口径18.0cm、器高16.7cm

を測る。 248～253は鋤先状口縁の形態。口径は22.0～25.8cmである。 248は全体が残る。口径24.4cm、

器高26.6cmを測る。口縁部一部意図的な打ち欠きか。 255は長脚の脚部でM形突帯が付く。突帯上部

にはヘラによる刻み目がつく。 256は弥生時代前期のもので、杯と脚部の境に突帯を巡らす形態か。

257～265は鉢。半球形の素口縁のもの257～262と、屈折する口縁のもの263～265の2種類がある。

口径は前者が13.4～19.4畑、後者が11.9～29.2cmを測る。調整は器壁が荒れ不明のものもあるが、

外面ハケ目かナデ、内面はナデ。 266～270は蓋。形態は頂部の摘み部が縮れるもの266・267と頂部

が平坦で笠形を呈すもの268から270に分かれる。 268は小型の無頚査に対応するもの。復元口径

11.6cm。外面赤色顔料が一部残り丹塗りである。円孔が1か所残る。 271～281は器台で胴部が給れ

る筒形の形態。口径は9.4～10.9cmを測る。調整は外面ハケ目、内面はナデで指押え痕が残る。 282

～291は支脚。中空の円柱状の形態。口径6.7～6.8cm、器高11.0～13.8cmを測る。手担で外面指押え

痕が明瞭に残る。 292はほほ完存の手裡ね土器。口径4.6cmを測る。 293～295は土製投弾。全長4.2

～4.5cmを測る。 296は球形の土錐。孔は焼成前穿孔。

297～338は石器類で、各層まとめて報告する。 297～306は石斧類。 297は残存長11.0cmを測る。

刃部は使用で潰れている。石材は花闘岩質か。 298は破片の転用品か。 299は表面の欠損が著しい。

残存長11.9cmを測る。研磨仕上げで下端に刃部が僅かに残る。 300は石斧の再加工品か。下端に意図

的な三次調整を加えている。 298～300の石材は玄武岩。 301は磨製石斧基部片。 302は小型方柱状片

刃石斧片。断面は長方形を呈す。表面は欠損するが研磨。石材は頁岩。 303は磨製の肩平片刃石斧片。
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頁岩。 316～321は中～大型の砥石。いずれも破片である。 316は方形を呈す凹石を転用した砥石。

各面使用で擦られているが、使用による窪みがある。石材は砂岩。 317は使用により中央が磨り減っ

ている。石材は砂岩。 318は石斧転用の砥石。残存長12.2cmを測る。各面使用で擦られている。石材

は玄武岩か。 319は破片。使用による磨り減る。石材は砂岩。 320は上面を使用し摩滅している。

321は使用に摩耗が激しい。石材はいずれも砂岩。 322は台石片。残存長16.3cmを測る。石材は片岩

か。 323は石皿か。中央部が使用で磨り減り、薄くなっている。残存長20.6cmを測る。また中央部に

は敵打使用痕が明瞭に残る。石材は砂岩。 324～332は叩石。 324は円磯を粗割したもの。敵打痕が

残る。石材は緑泥片岩。 325は棒状の形態。長さ9.3cmを測る。両端使用痕跡がある。石材は斑糖岩か。

326は長楕円形状で全長13.5cmを測る。表面には使用擦痕や打撃痕が残る。 327～329は円醸の一部

を使用したもの。 327は表面軽く擦る。 328は上下両面に使用による窪みがある。 329は叩石または

磨石。平面形が栗形を呈す。 328・329の石材は玄武岩。 330は楕円形状で全長15.3cmを測る。上下

両面に使用痕が残る。石材は花闘岩。 331は楕円形状の磨石で、全長10.8cmを測る。表面は使用によ

り摩滅し滑らかである。石材は火成岩系か。332は磨石か台石。一部欠損するが残存長18.8仰を測る。

下面は組割で雑な調整であるが、上面擦られ使用による打撃痕が残る。石材は緑泥片岩か。 333は磨

製石剣の細片。石材は頁岩。 334は磨製石嫉か石剣片。残存長6.3cmを測る。斜め方向の研磨。石材

は安山岩か。 335～337は黒曜石石蟻。 335は平基。嫉身2.2佃を測る。 336・337は凹基。 336は基部

を欠損。鍛身3.2cmを測る。 337は鍛身3.4cmを測る。

338～340は出土地不明。338は磨製石鎌片。339は不明未製品。残存長8.6cmを測る。上下両側面

研磨を加える。 340は磨製石搬の先端。残存長1.3cmを測る。研磨仕上げ。石材は頁岩か。この他包

含層から旧石器時代のサヌカイト剥片I，黒曜石剥片1、チップ1が出土している。
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第137次調査

3. まとめ
ここでは整理してまとめとする。今回の調査区では遺構面は2面確認した。

上面第1面は建物1棟と溝2条、土坑9基を確認した。遺構の時期は古墳時代後期から中世後半で

ある。建物は8世紀の遺物を含むが、東側の第132次の建物群と主軸方向が異なる。時期が違うので

あろうか。溝はSDOlが古墳時代、 SD02が古代か。土坑は古墳時代後期～中世にかけてである。

SK09は中世初め。柱穴からは15世紀頃までの遺物が出土している。

第2面は基盤のローム土面で検出した遺構面である。検出遺構は建物4棟、柵2列、石組み遺構1

基である。遺構の時期は弥生時代である。建物柱穴からは弥生土器が出土し、出土遺物が比較的多い

SBllやSB14からは弥生時代中期後半頃の須玖E式土器が出土しており、中期後半頃の建物群と考え

る。柵は出土遺物がないが、同時期であろう。石組み遺構は弥生時代中期須玖 I式の時期である。

第1面下で確認した包含層には弥生時代前期から古代、中世前半迄の遺物を含んでいた。遺構の見

落としがあったものと思われる。また第2面南側段落ち下では多量の弥生時代中期の須玖式土器を含

む土器群を検出した。土器の中には多数の丹塗り土器や窓付きの土器など特殊なものもあり、祭把と

して廃棄された土器群であった可能性がある。東側第132次調査区では弥生時代の遺物はあるものの

遺構はなく、大型建物建設時に地山造成を行い削平したことが考えられる。

第137次調査区
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G II 
II 
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ヱ佐世 L

二二二工二二
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Fig.25第132次・第137次調査区測量図（1/200)
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PL.1 第137次調査

(1）第137次調査区全景（南から）

(2）第1面全景（南から）
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第137次調査 PL.2 

(1) S801 （西から） (2) SD02 （西から）

(5) (6) SK06全景（南から）
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PL.3 第137次調査

(1）第2面全景（南から）

心、建主主

(2）第2面包含層完掘後全景（南から）
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第137次調査 PL.4 

SP82遺物出土状況（北から）

(3) SP151遺物出土状況
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PL.5 第137次調査

(1）南側段落ち部土器群の状況（西から）

(2）同出土状況（北から）

(4）古墳時代遺物出土状況（南から）
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(5）石組み遺構SX01 （東から）

A
吐

F
H
U
 



第137次調査 PL.6 

包含層第1層
一守，

129 

SP106 

145 

51 
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各遺構出土土器（縮尺不統一）
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PL.7 第137次調査
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(1）包含層出土土器・土製品（縮尺不統一）

SP114 

334 

包合層

A

－’・
喝

、

' 335 

(2）各遺構出土石器（縮尺不統一）
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